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②『草弼さん（SMAP）の弼という字の字源
は？』という質問。もちろん同じ大修飾書店
の『大漢語林』で解決するが、「国字」に強
いと宣伝している、いわゆる『諸橋大漢和j
でヒットしないという。「おかしい？」と思
い書架を見ると、案の定『補巻』が補充され
ていない。刊行後数年たっているし、実際よ
3－3．OPAC検索力に？マーク
　2002年後期の演習6回目のレファレンス
質問No．4に、『マヌエル・ブイグの小説
『Boquitas　pintadas』の邦題が判ります
か？』というのがあった。これは「現物が図
書館にあれば借りて帰りたい。」という事なの
で、シミュレーションでは邦題を確定したら
所蔵状況調査も必要なレファ質問である。
　翻訳書名『赤い唇』は、翻訳書誌ほか5～
6通りの調査戦略と各々の典拠資料で容易に
解決するが、AH明治では「所蔵無し」と報告
された。調査メモをみると、書名検索『赤い
唇』でヒットするのは『赤い唇黒い髪』だけ
とある。しかし学生の1人は、『世界の文学
1gj（集英社、1990）〔和泉図書館・開架・908
－97－W〕に、ブイグの『赤い唇』が在中し
ていることを人物書誌を使って見つけた。
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　つまり、明大OPACには合集・叢書内の固
有の作品が、その書名からアクセスできない
モノが混在している証拠だろう。すると、こ
の様なケースには、自館OPACは二の次にし
て、NACSIS　Web　catや山の手線コンソー
シアムでの検索を優先させざるを得ない。目
録の信頼性にもかかわる重大事である。『赤い
唇』だけのレア・ケースであってほしい。
　Q－3
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本統計年鑑1等が集中している350（統計）
の棚にあると便利だし、『国文学年鑑」と「文
芸年鑑』が近場に並んでいないと使いずらい。
　参考図書と一口でいっても解説型と検索型
とがあり、検索型をそのあつかう主題と関係
なく集中させよう→これは図書館職員のため
の「棚づくり」である。解説型も検索型もそ
の主題（テーマ）のもとに集中させる→これ
は利用者にとっては調べやすい・探しやすい
排架法である。
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3－4．書誌書目類の別置の怪
　演習学生に限らず、図書館の一般利用者の
セルフ・レファレンスは、先ずその主題（テー
マ）の本棚をめざす。明治大学図書館ではメ
インフロア（1F）の参考図書排列群の該当
書架を探すであろう。多くの学生はこの調査
様式であるから、同一主題（テーマ）の参考
図書が、書誌（文献リスト）という理由で同
じ主題のタイプの違う参考図書と別置させら
れては、これは実際上非常に困ったことにな
る。調査メモを見て数多く感じたが、その後
の調査進展に大きなマイナス効果を与えてい
る。やはり『統計情報インデックス』は、『日
3－5．デジタル移行資料に案内がない怪
　NDLの『雑誌記事索引』・『大宅壮一文庫雑
誌記事索引総目録』・『日本書籍総目録』など
を使用してカレントな情報が欲しい場合に、
「デジタル移行」のサインとその後の指示・
案内が書架上に見当たらない「棚づくり」は、
実際には利用者をあきらめさせている。
4．おわりに
　『レファレンスサービス演習』履修学生から
の疑問・質問・感想を採集し、特に品揃え・
棚づくりに観点をあえて考察した。
　明治大学図書館（駿河台）は、コレクショ
ンも層が厚く、たいへん良い大学図書館であ
ろう。ただ、この図書館の巨大な資源を充分
に合理的に活用できる体勢が確立しているか
どうか、特に分類付与と排架法には「？マー
ク」がイ寸く。
　開架フロアを走り回り、調査者の立場で「棚
づくり」の重要度を知った履修学生の疑問・
意見は貴重である。「聞いてくれれば…」の
思いは図書館員ならば多かれ少なかれ誰でも
あるのだが、しかしその思いが、逆に聞かな
ければ判らない「仕組み」を温存・看過して
いる、と気付くべきある。
　自館フロアにおける調べやすい「仕組み」
や「棚づくり」は、現在と未来の利用者に対
する現役図書館員の責務である。また、司書
の専門性を賭して実行するルーティンワーク
でもある、と考えている。
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